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   甑ツーリズム講演会 

里
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
（
於
） 

七
月
六
日
（
日
）
午
前
十
時
半
～ 

 

藺
牟
田
・
瀬
戸
架
橋
の
完

成
を
前
に
、
公
共
施
設
の
統

廃
合
な
ど
、
甑
島
一
体
化
案

が
、
こ
れ
ま
で
も
幾
度
か
、

市
か
ら
説
明
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
具
体
的
な
構
想
は
、

示
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
の
住
民
説
明
会
に

於
い
て
は
、
施
設
な
ど
の
再

編
時
期
を
令
和
３
年
度
中
を

目
標
に
し
、
基
本
的
な
考
え

方
か
ら
一
歩
進
め
た
、
見
直

し
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

見
直
し
案
の
実
施
時
期

は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
を

目
標
に
取
組
ま
れ
る
予
定
。 

 

支
所
と
し
て
、
窓
口
業
務

や
現
場
対
応
の
業
務
を
す
る

下
甑
支
所
は
、
そ
の
ま
ま
、

支
所
と
し
て
手
打
に
。
市
民 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
拠

点
は
鹿
島
町
と
里
町
に
。

甑
島
全
体
を
統
括
し
、
総

合
的
な
企
画
調
整
等
を
行

な
う
甑
島
振
興
局
を
上
甑

町
中
甑
に
と
い
う
案
で

す
。
そ
の
他
、
診
療
所
、

学
校
の
再
編
や
、
防
災
体

制
・
交
通
体
系
等
が
話
さ

れ
ま
し
た
。 

 

新
た
に
設
け
ら
れ
る
振

興
局
候
補
地
に
対
し
、
将

来
的
に
人
口
空
洞
化
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
や
、
又
、

防
災
、
バ
ス
路
線
再
編
へ

の
注
文
等
、
活
発
な
発
言

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

住
民
参
加
者
は
九
十
二

名
。
ご
参
加
頂
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

七
月
八
日
（
月
）
午
後
三
時
か
ら
里
公
民
館
ホ
ー
ル

に
於
い
て
、
日
本
で
一
番
海
女
の
多
い
ま
ち
、
三
重
県

鳥
羽
市
で
、
先
進
的
な
改
革
を
進
め
て
い
る
鳥
羽
磯
部

漁
業
協
同
組
合
の
常
務
理
事
・
藤
原
隆
仁
氏
に
、
漁
業

と
観
光
が
連
携
し
て
活
動
す
る
事
業
の
経
緯
や
、
模
索

の
過
程
で
起
き
た
様
々
な
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

悩
み
な
が
ら
一
歩
踏
み
出
す
時
、
大
切
な
の
は
、
相

手
の
話
を
し
っ
か
り
聴
く
こ
と
。
し
っ
か
り
、
耳
を
傾

け
る
こ
と
で
築
く
信
頼
関
係
が
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
を
整
え
、
創
出
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
る
と
い
う
お
話

で
し
た
。
観
光
客
の
多
い
伊
勢
志
摩
。
そ
れ
で
も
、
日

夜
、
努
力
を
重
ね
る
姿
勢
が
素
晴
ら
し
く
、
や
る
気

満
々
の
楽
し
い
お
話
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。 ポ

イ
捨
て
も
禁
止 

七
月
十
五
日
（
月
）
海
の
日 

 

上
記
清
掃
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。
夏
を

前
に
地
域
が
す
っ
き
り
と
し
ま
し
た
。 

 

環
境
美
化
に
ご
協
力
頂
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 


